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東
北
大
学
文
学
研
究
科
外
国
人
教
員
の
ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
ア
ン

ネ
マ
リ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
を
も
っ

て
東
北
大
学
を
定
年
退
職
と
な
ら
れ
る
。
こ
の
機
会
に
、
ド
イ

ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
学
分
野
に
お
け
る
先
生
の
長
年
の
研
究
・
教

育
活
動
と
本
学
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
一
九
五
二
年
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
市
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
︵
ハ

イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
大
学
︶
で
ド
イ
ツ
文
学
、
英
米
文
学
、
教

育
学
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
英
国
の
総
合
制
中
等
学
校
で
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
勤
務
。
帰
国
後
、
八
六
年
か

ら
八
九
年
に
か
け
て
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
ド
イ
ツ
文
学

科
の
ヨ
ッ
ヘ
ン
・
ヘ
ー
リ
ッ
シ
ュ
の
も
と
で
学
位
論
文
指
導
を

受
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
文
学
部

は
、
言
語
学
の
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
や
哲
学
の
マ

ン
フ
レ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ク
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
リ
ー
ド
す

る
研
究
者
を
擁
し
、
国
際
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た

が
、
ヘ
ー
リ
ッ
シ
ュ
も
、
フ
ラ
ン
ス
系
現
代
思
想
も
踏
ま
え
た

先
端
的
な
文
学
研
究
を
展
開
す
る
新
進
気
鋭
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
、
論
文
題
目

﹁
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
﹃
魔
の
山
﹄
に
お
け
る
﹁
思
想
の
自
由
﹂﹂

で
学
位
を
取
得
。
こ
れ
は
翌
年
、
エ
ッ
セ
ン
の
ブ
ラ
ウ
エ
・
オ

イ
レ
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
博
士
課
程
在
学
中
の
一
九
八
七
年
以

降
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
の
教
員
と
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市

の
社
会
人
向
け
高
等
教
育
に
携
わ
り
、
特
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
移
住
者
に
対
す
る
﹁
外
国
語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
﹂︵
Ｄ

Ａ
Ｆ
︶
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
こ
の
実
績
も
評
価

さ
れ
て
、
一
九
九
四
年
四
月
、
東
北
大
学
言
語
文
化
部
に
外
国

人
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
全

ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
業
績
と
学
風

森
　
本
　
浩
　
一



二

116

学
教
育
ド
イ
ツ
語
の
教
育
環
境
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
く
、

し
ば
し
ば
受
講
者
が
一
ク
ラ
ス
六
〇
名
に
も
及
ぶ
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
一
九
九
九
年
ま
で
の
五

年
間
、
初
修
外
国
語
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
。
山
形
大

学
、
宮
城
教
育
大
学
な
ど
で
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を

取
っ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
仙
台
で
の
最
初
の
時
期
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
ド

イ
ツ
文
学
関
連
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
、
ム
ー
ジ
ル
﹃
ト
ン

カ
﹄
論
、
マ
ン
兄
弟
の
日
記
の
研
究
、
ヘ
ッ
セ
論
な
ど
を
次
々

に
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
滞
日
を
契
機
に
行
わ
れ
た
比
較

文
化
論
的
な
興
味
深
い
研
究
も
あ
る
。﹁
日
本
イ
メ
ー
ジ
と
日

本
受
容

︱
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
選
﹂︵﹃
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研

究
﹄
四
二
号
、
一
九
九
八
年
︶
が
そ
れ
で
、
こ
の
中
で
は
、
江

戸
時
代
に
日
本
を
紹
介
し
た
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら

の
旅
行
記
か
ら
現
代
の
詩
人
・
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
に
至
る
多
く

の
テ
キ
ス
ト
が
論
評
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
三
月
に
言
語
文
化
部
で
の
契
約
が
切
れ
た
後
、

半
年
を
お
い
た
同
年
一
一
月
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
文
学

部
の
外
国
人
教
師
と
し
て
再
び
東
北
大
学
に
戻
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
前
任
の
ド
イ
ツ
人
教
師
の
急
な
異
動
に
伴
う
人
事

だ
っ
た
が
、
当
時
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
分
野
の
主
任
教
授
で
あ
っ

た
原
研
二
氏
︵
故
人
︶
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
文
学
研
究
者

と
し
て
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て
着
任
を
要
請
し
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。
こ
の
後
、
二
〇
一
七
年
三
月
の
退
職
ま
で
、
文
学

部
・
文
学
研
究
科
で
の
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
在
任
は
一
七
年
半

に
及
ぶ
。
な
お
こ
の
間
、
大
学
の
法
人
化
以
後
、
そ
れ
ま
で
の

外
国
人
教
師
と
い
う
身
分
が
な
く
な
り
、
通
常
の
職
階
へ
の
移

行
が
は
か
ら
れ
た
た
め
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
教
授
と
し
て
文

学
研
究
科
の
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。

文
学
部
・
文
学
研
究
科
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
教
育

活
動
は
、
学
部
の
基
礎
専
門
科
目
か
ら
大
学
院
科
目
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
が
、
特
色
の
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、
ひ
と

つ
は
学
部
の
発
展
科
目
の
中
で
作
家
や
詩
人
の
日
記
を
取
り
上

げ
た
授
業
が
あ
る
。
ゲ
ー
テ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
カ
フ
カ
と

い
っ
た
重
要
作
家
た
ち
の
文
学
と
人
間
性
を
日
記
の
講
読
を
通

じ
て
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
学
生
自
身
に
も
ド
イ
ツ
語
で
日
記
を

書
か
せ
る
こ
と
で
、
表
現
力
の
向
上
に
も
配
慮
す
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
は
、﹁
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
日
記
の
授
業
﹂
と

し
て
学
生
に
も
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
学
院
で
は
、
テ
キ
ス

ト
読
解
に
加
え
て
、
文
学
作
品
の
映
画
化
も
よ
く
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
特
に
先
生
の
専
門
で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
の
主
要
作
品
は
数
多
く
映
画
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
恰
好

の
教
材
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先

生
に
は
、
文
学
部
に
課
さ
れ
て
い
る
全
学
教
育
ド
イ
ツ
語
の
授

業
も
分
担
し
て
い
た
だ
き
、
言
語
文
化
部
時
代
か
ら
引
き
続
い

て
東
北
大
学
に
お
け
る
初
修
外
国
語
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
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た
。文

学
研
究
科
時
代
の
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
専
門
で
あ
る

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
研
究
を
中
心
と
し
た
数
多
く
の
論
文
を
発

表
し
て
お
ら
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
、﹁
ト
ー
マ
ス
・
マ

ン
の
亡
命
経
験
と
亡
命
下
で
の
執
筆
活
動
﹂
と
題
さ
れ
た
一
連

の
論
考
︵﹃
東
北
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
六
二
～
六
五
号
、

二
〇
一
二
～
一
五
年
︶
で
、
そ
こ
で
は
、
マ
ン
の
長
編
﹃
ヴ
ァ

イ
マ
ー
ル
の
ロ
ッ
テ
﹄
や
﹃
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル

の
告
白
﹄
と
亡
命
経
験
と
の
関
わ
り
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い

る
。
特
に
﹃
ロ
ッ
テ
﹄
の
中
に
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
ゲ
ー
テ

の
影
響
だ
け
で
な
く
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
迫
害
と
向
き
合
う
マ
ン

の
姿
勢
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
重

要
で
あ
る
。

マ
ン
研
究
に
加
え
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
研
究
面
で
の
業

績
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
全
集
に
関

す
る
仕
事
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
、
ベ
ッ
ク
社
︵
ド
イ
ツ
︶
お

よ
び
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
社
︵
ス
イ
ス
︶
に
よ
る
﹃
批
判
版
ヤ
ー
コ

プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
全
集
﹄
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
の
第
四
巻
﹃
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
﹄
を
、
沼
田

裕
之
東
北
大
学
教
育
学
研
究
科
名
誉
教
授
︵
故
人
︶、
原
研
二

文
学
研
究
科
教
授
︵
故
人
︶
お
よ
び
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
に
よ
る

日
本
チ
ー
ム
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。﹃
イ
タ
リ
ア
・
ル

ネ
サ
ン
ス
の
文
化
﹄
は
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
文
学
研
究
室
の
教
授

で
あ
っ
た
柴
田
治
三
郎
が
邦
訳
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
文
化

史
研
究
上
の
名
著
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
批
判
版
作

成
作
業
の
中
で
、
ス
イ
ス
方
言
を
含
む
原
著
ド
イ
ツ
語
の
校
訂

を
行
う
と
と
も
に
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
引
用
し
た
著
作
の
確
認

等
の
緻
密
な
検
証
作
業
に
お
い
て
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
さ

れ
た
。
こ
こ
か
ら
直
接
的
に
派
生
し
た
論
文
と
し
て
、﹁
ト
ー
マ

ス
・
マ
ン
の
作
品
に
お
け
る
ヤ
ー
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
痕

跡

︱
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ド
ラ
マ
﹃
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
﹄
を
中
心

に
﹂︵﹃
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
集
﹄
第
七
巻
﹃
汲
み
尽
く
し
が
た
い

源
泉
﹄、
二
〇
〇
八
年
︶
が
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
校
訂
の
仕
事

は
、
沼
田
・
原
両
教
授
と
共
同
し
て
遂
行
さ
れ
た
二
〇
〇
七
～

二
〇
〇
九
年
度
の
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
19
世
紀
の
ド

イ
ツ
語
の
歴
史
記
述
と
物
語
り
記
述
の
比
較
分
析
研
究
﹂︵
課
題

番
号
一
九
五
二
〇
一
八
六
︶
へ
と
発
展
し
た
が
、
途
中
、
原
教

授
が
逝
去
さ
れ
た
た
め
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
が
研
究
代
表
者
と

し
て
最
終
報
告
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
日
本
独
文
学
会
が
毎
年
一
週
間
の
長

期
日
程
で
開
催
し
て
い
る
﹁
蓼
科
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
﹂
や
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
会
主
催
の
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
代
文
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
﹂
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
座
長
を

つ
と
め
る
な
ど
精
力
的
に
学
会
活
動
を
続
け
、
日
本
に
お
け

る
ド
イ
ツ
語
圏
文
学
研
究
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
研
究
の
成
果
を
ト
ー
マ
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ス
・
マ
ン
研
究
に
取
り
込
ん
だ
論
文
﹁
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
作

品
に
お
け
る
﹁
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
も
の
﹂
の
現
出
形
態

︱

﹃
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
﹄
を
中
心
に
﹂
を
、
日
本
ド
イ
ツ
文

学
会
の
雑
誌
﹃
ド
イ
ツ
文
学
﹄︵
第
一
三
八
号
︶
に
発
表
し
て
お

ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
文
学
専
修
・
専
攻
分
野
の
学
生
た
ち
は
、
論
文
の

ド
イ
ツ
語
要
旨
を
提
出
し
た
後
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
か
ら
の
修

正
指
示
で
真
っ
赤
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
た
原
稿
を
書
き
直
す
作

業
に
四
苦
八
苦
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
な
稚

拙
な
ド
イ
ツ
語
文
に
も
手
抜
き
を
せ
ず
対
応
し
て
ゆ
こ
う
と
す

る
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
の
教
育
的
熱
意
が
現
れ
て
い
た
。
授
業
以

外
の
場
で
も
、
例
え
ば
、
現
役
の
大
学
院
生
だ
け
で
な
く
退
職

し
た
教
員
な
ど
も
参
加
す
る
自
由
な
勉
強
会
﹁
リ
テ
ラ
ー
リ
ッ

シ
ェ
・
ト
レ
フ
プ
ン
ク
ト
﹂
を
長
期
に
わ
た
っ
て
主
催
す
る
な

ど
、
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
分
野
の
教
育
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
た

だ
い
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
映
画
が
お
好
き
で
、
ド
イ
ツ
映
画
を

授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
い
が
、
小
津
安
二
郎
な

ど
の
日
本
映
画
に
も
造
詣
が
深
い
。
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス

が
小
津
に
捧
げ
た
﹃
東
京
画
﹄
と
い
う
一
九
八
五
年
の
作
品
が

あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
公
開
当
時
こ
の
作
品
を
観
た

こ
と
が
、
日
本
に
対
し
て
興
味
を
抱
く
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
先
生
の
東
北
大
学
へ
の
奉
職
期

間
は
、
合
計
す
る
と
二
二
年
半
に
及
ぶ
。
三
十
数
年
前
﹃
東
京

画
﹄
に
接
し
た
時
、
仙
台
と
い
う
日
本
の
地
方
都
市
で
か
く
も

長
い
期
間
過
ご
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
お
そ
ら
く
想
像
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
間
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
先
生
は
、
ド

イ
ツ
人
ら
し
い
と
言
え
ば
偏
見
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
北
大
学

の
外
国
人
教
師
と
し
て
謹
厳
実
直
に
そ
の
職
務
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
、
同
僚
ス
タ
ッ
フ
は
深
い
感
謝

の
念
を
抱
い
て
い
る
。

︵
文
中
、
論
文
タ
イ
ト
ル
等
の
日
本
語
訳
は
、
す
べ
て
紹
介
者
に

よ
る
。︶


	文化80巻3-4号_別刷り表紙
	右01_森本（業績）_文化80巻3-4号
	文化80巻3-4号_別刷り表紙
	右01_森本（業績）_文化80巻3-4号




